平成20年8月5日

指摘事項調査報告
１、７月２５日　ＡＭ７：０７　　（車番　習志野　４００　た　６８４０）

　　現場に入ろうとしていた職人

【調査結果】　　

本日新規で入場したアンカー工の作業指示者が送り出し教育を怠ったことにより、作業員が認識不足でした。

場内に入ろうとしたが、ガードマンの指示で即移動させた。

２、７月２５日　ＡＭ８：３０ごろ　（車番土浦２２８９）

　　千葉興銀前から出光ＧＳを曲がって搬入、搬入経路違反

【調査結果】
鉄筋工場直送の搬入車が事前に予定していた登録車以外の車輌を配車したため、
運転者に運行経路が指示されていなかった。

　

３、５月１５日　ＡＭ５：４０
　　車から荷物を降ろして現場内に搬入

【調査結果】
土工の職人１名を手配していたため、相乗りで現場に着きその職人１名だけ下車し場内に入場した。
４、７月２９日　ＡＭ　７：０５　（車番　神戸　４００　な　７０９）

ロータリーにワゴン車が待機していた。
【調査結果】
土間左官工が当日のコンクリート押さえ作業の為到着し、ロータリー内で待機していた。下請け業者が送り出し教育をしていない職人を手配し職人に情報が周知されていなかった。ガードマンが発見し移動させた。
対応と対策について
【対応】

1、 ７月２９日の昼礼打合せ時に、職長に車での入場時間を厳守するよう指示を行いました。

2、 ７月３０日の朝礼時に全作業員に近隣協定事項の違反事例を説明し、再度周知徹底するよう指示を行いました。

3、 ガードマンを７時前後より配置し、しばらの期間、状況を監視する様に致しました。

4、 弊社担当者が、新規業者、スポット業者の送り出し教育の確認を再度実施致しました。
5、 違反業者に対し厳重注意と再発防止策をたてさせ、再発が無い様に指導致しました。
6、 車以外での場内の入場に関しては、通勤の相乗りや電車の時間等がありますので、　　場内の休憩所で静かに待機するよう指導致しました。

　

【対策】

新規業者、スポット業者の送り出し教育を徹底し、再発防止に努めます。
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